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古民家活用でまちづくり
再生する「稲村亭」と「園部邸」
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防災行政無線（町内）放送の
電話音声案内サービス
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◇受付・お問い合わせ先◇
 串本まつり実行委員会事務局　　　    【串本町役場　産業課内】  ℡　０７３５‐６２‐０５５７
 熊野水軍古座河内祭の夕べ実行委員会 【南紀串本観光協会古座】  ℡　０７３５‐７２‐０６４５

花火大会のご寄付をお願いします

　今年の熊野水軍古座河内祭の夕べの花火大会は７月２８日 ( 日 ) に、串本まつりの花火大会は
８月３日 ( 土 ) にそれぞれ開催が予定されています。
　つきましては、両花火大会を盛大に開催するため、今夏も町民の皆さまから広くご寄付を募らせ
ていただきたいと思います。イベントの趣旨をご理解いただき、ご寄付をいただける方は、下記に
て受け付けておりますのでご協力をお願いいたします。
　なお、串本まつりの花火大会では、個人からの供養花火を受け付けています。（合同打ち上げと
なることをご了承ください。）お申し込みは７月１２日（金）までです。

　　　　【寄付受付場所】　　・串本町役場本庁舎　　・串本町役場古座分庁舎
　　　　　　　　　　　　　・南紀串本観光協会　　・南紀串本観光協会古座　など
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花火大会ご寄付のお願い／コンテンツ

まちのわだい

受章（賞）おめでとうございます

全日本大会出場報告／地域おこし協力隊退任あいさつ

令和元年第２回臨時議会

串本町職員採用試験／和歌山県行政報告会の開催

「警戒レベル」を用いた避難勧告等の発令／不法投

棄監視カメラ設置中！

後期高齢者医療保険からのお知らせ

消火器設置基準の改正／ひきこもり相談窓口の紹介

串本町プレミアム付商品券の販売

地籍調査事業の実施

串本町コミュニティバス停留所の仮移設／串本を元

気にする事業の募集

くしもと町立病院公開講座／巡視船体験航海

国保健全財政の維持に向けて（第５３回）

国民年金保険料免除・納付猶予制度／調停相談会

よろこび・かなしみ／絵画「旭日橋杭岩」の寄贈

防災関係補助制度のご案内

保健センターだより

火災・救急件数／人口／募集／お知らせ／相談／納税

①セレモニーで
思いを述べる関
係者の皆さん
②稲村亭の宿泊
者専用の中庭
③階段だんすで
上がる屋根裏部
屋が設けられた
稲村亭の客室
④園部邸の外観
⑤園部邸の客室
の通り土間と開
放的な吹き抜け
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Town Topics

　
宿
泊
・
飲
食
施
設
と
し
て
活
用
す
る

た
め
改
修
し
た
古
民
家
「
稲
村
亭
」
と

「
園
部
邸
」
が
、「
Ｎニ

ッ

ポ

ニ

ア

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
　

Ｈホ

テ

ル

Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
串
本
　
熊
野
海
道
」
と

し
て
７
月
１
日
に
開
業
し
ま
す
。

　
開
業
に
先
立
ち
６
月
10
日
に
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
関
係
者
が
出
席
。田
嶋
町
長
は「
素

晴
ら
し
い
施
設
に
再
生
さ
れ
、
本
当
に

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
施
設
を
管
理
す
る
株
式
会

社
一
樹
の
蔭
の
博
多
敏
希
代
表
取
締
役

宿
泊
・
飲
食
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン

生
ま
れ
変
わ
っ
た
古
民
家
「
稲と
う
そ
ん
て
い

村
亭
」
と
「
園そ
の
べ
て
い

部
邸
」

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
り
つ

つ
「
ま
だ
ま
だ
人
の
出
会
い
を
生
ん
で

い
く
よ
う
な
事
業
に
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
築
約
１
４
５
年
の
稲
村
亭
に
は
、
客

室
１
室
と
炉
端
焼
き
が
メ
イ
ン
の
地

産
地
消
レ
ス
ト
ラ
ン
が
併
設
。
築
約

１
０
０
年
の
園
部
邸
に
は
、
客
室
２
室

と
地
域
の
人
も
立
ち
寄
れ
る
古
民
家
カ

フ
ェ
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
樹
の
蔭
と
施
設
を
運
営
す
る
株
式

会
社
ｓサ

ブ
ｕ
ｂ
Ｌラ

イ

ム

ｉ
ｍ
ｅ
（
東
京
都
新
宿

区
）
は
、
今
後
も
古
民
家
再
生
を
展
開

し
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
10
棟
15
客
室

に
増
や
す
計
画
を
立
て
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　
町
に
古
民
家
が
寄
付
さ
れ
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の
古
民
家
活
用
事
業
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
博
多
さ
ん
が
設

立
し
た
一
樹
の
蔭
に
事
業
を
託
し
、
歴

史
的
資
源
を
活
か
し
た
観
光
振
興
な
ど

を
目
的
に
包
括
協
定
を
結
ん
だ
串
本
町
、

株
式
会
社
紀
陽
銀
行
、
一
般
社
団
法
人

ノ
オ
ト
（
兵
庫
県
篠
山
市
）
の
３
者
で

支
援
し
て
い
ま
す
。
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５
月
19
日
、
古
座
川
を
カ
ヌ
ー
で
下

り
な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
「
古
座
川

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」（
南
紀
串

本
観
光
協
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
県

内
外
か
ら
95
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
同

イ
ベ
ン
ト
は
、
ス
タ
ー
ト
地
点
の
一
枚

岩
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
約
12
㎞
の
道
の
り

を
お
よ
そ
５
時
間
か
け
て
下
り
ま
す
。

　
こ
の
日
は
ど
ん
よ
り
と
し
た
曇
り
空

で
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
色
鮮

や
か
な
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
た
参
加
者
は
、

美
し
い
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
一
生
懸

川
も
心
も
ス
ッ
キ
リ
き
れ
い
に

第
19
回 

古
座
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

命
ゴ
ミ
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
　

　
昼
食
は
、
毎
年
好
評
の
サ
ザ
エ
や
ト

コ
ブ
シ
、
サ
メ
の
干
物
な
ど
の
海
鮮

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
今
回
は
串
本
古
座
高

等
学
校
の
生
徒
が
考
え
た
「
マ
グ
ロ
春

巻
」
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、

皆
さ
ん
お
い
し
そ
う
に
召
し
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
　

　
大
阪
府
か
ら
初
め
て
参
加
し
た
小
学

５
年
生
の
女
の
子
は
「
漕
ぐ
の
は
大
変

だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
お
昼
ご
飯

も
お
い
し
か
っ
た
し
、
ま
た
参
加
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

①流れが急な場所を
慎重に進む参加者　
②焼き上がりを待っ
て行列ができた海鮮
バーベキュー　
③ビニールや空き缶、
タイヤなど軽ダンプ
１台分のゴミを回収
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５
月
26
日
、
串
本
町
消
防
本
部
の
屋

外
訓
練
場
で
救
助
技
術
訓
練
見
学
会
が

開
か
れ
、
消
防
隊
員
が
県
内
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
救
助
技
術
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
披
露
さ
れ
た
訓
練
は
、
２
人
１
組
で

煙
道
か
ら
要
救
助
者
を
救
出
す
る
「
ほ

ふ
く
救
出
」、
４
人
１
組
で
要
救
助
者

を
地
上
７
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で
引
き

揚
げ
て
救
出
す
る
「
引
揚
救
助
」、
垂

直
の
は
し
ご
を
15
ｍ
の
高
さ
ま
で
登

る
「
は
し
ご
登
は
ん
」
の
３
種
目
。
６

月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
第
48
回
和
歌
山

県
消
防
救
助
技
術
会
に
向
け
て
訓
練
を

県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
救
助
技
術
に
感
嘆

串
本
町
消
防
本
部

　救
助
技
術
訓
練
見
学
会
を
開
催

重
ね
て
い
た
隊
員
の
す
ば
や
い
動
き
に
、

訪
れ
た
約
80
名
の
町
民
か
ら
は
驚
き
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ほ
ふ
く
救
出
訓
練
や
ロ
ー
プ
結
索
の

技
術
を
披
露
し
た
大
屋
健
太
消
防
士
長

は
「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
皆
さ
ん
に

見
て
い
た
だ
け
て
よ
か
っ
た
。
大
会
に

向
け
て
い
い
励
み
に
な
り
ま
し
た
」
と

感
想
を
述
べ
、
見
学
に
訪
れ
た
高
校
２

年
の
女
子
生
徒
は
「
す
ご
く
早
か
っ
た
。

全
国
で
も
通
用
す
る
ほ
ど
の
タ
イ
ム
も

出
て
い
て
、
レ
ベ
ル
が
高
く
て
す
ご
い

と
思
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ほふく救出訓練を披露する隊員

訓練披露後の消防車両等の展示を楽しむ見学者

Town Topics

　
社
会
全
体
で
が
ん
と
闘
う
た
め
に
、

が
ん
治
療
や
予
防
の
研
究
者
の
支
援
を

呼
び
か
け
て
走
る
「
第
25
回
生
命
の
駅

伝
」
が
５
月
20
日
、
串
本
町
文
化
セ
ン

タ
ー
を
出
発
地
点
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
生
命
の
駅
伝
の
会
主
催
、
三
重
大
学

共
催
の
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
回
で
25
回

目
。
毎
年
三
重
県
内
を
中
心
に
複
数
の

コ
ー
ス
を
設
置
し
て
開
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
初
め
て
串
本
町
～
新
宮
市

間
の
コ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
出
発
前
に
は
、
清
野
武
志
副
町
長
が

が
ん
研
究
支
援
を
呼
び
か
け
走
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
「
生い
の
ち命
の
駅
伝
」
串
本
で
初
開
催

役
場
に
設
置
し
て
い
た
募
金
箱
を
贈
呈
。

そ
の
後
、
町
民
や
町
職
員
有
志
を
含
む

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
ナ
ー
18
名
が
、
次

の
ポ
イ
ン
ト
の
古
座
川
町
役
場
ま
で
走

り
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
の
上
村
眞
由

実
行
委
員
長
は
「
今
回
初
め
て
串
本
町

か
ら
も
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
、
非
常

に
う
れ
し
い
。元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
和
歌
山
県

内
で
集
ま
っ
た
募
金
は
、
和
歌
山
県
立

医
科
大
学
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
。

出発前に清野副町長からランナーへ募金箱を贈呈

「命」と書かれた旗を背負って走るランナー

　
６
月
９
日
と
10
日
、
串
本
町
総
合
運

動
公
園
雨
天
練
習
場
で
串
本
町
消
防
団

の
普
通
教
育
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
新
入
団
員
と
同
訓
練

未
経
験
の
団
員
を
対
象
に
年
１
回
実
施

さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
９
日
に
９
名
、

10
日
に
６
名
の
計
15
名
が
参
加
。
講
師

の
串
本
町
消
防
本
部
職
員
か
ら
基
本
姿

勢
、
敬
礼
、
集
合
、
整
列
な
ど
の
訓
練

礼
式
や
、ロ
ー
プ
の
結
び
方
、消
防
ホ
ー

ス
の
扱
い
方
、
放
水
手
順
な
ど
を
学
び
、

訓
練
終
了
後
に
寺
島
正
彦
消
防
長
よ
り

修
了
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

団
員
と
し
て
の
基
本
動
作
や
技
術
を
学
ぶ

串
本
町
消
防
団
員
普
通
教
育
訓
練

　
９
日
の
訓
練
で
は
、
稲
田
賢
消
防
団

長
が
「
非
常
に
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ

か
ら
経
験
を
積
ん
で
、
消
防
力
の
強
化

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と

講
評
。
参
加
し
た
古
座
分
団
所
属
の
男

性
は
「
基
本
の
動
作
や
流
れ
が
分
か
り

ま
し
た
。
今
日
の
訓
練
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
活
動
に
励
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
６
月
14
日
現
在
、
串
本
町
消
防
団
に

は
男
性
３
４
１
名
、
女
性
10
名
が
入
団

し
て
い
ま
す
。

①敬礼をする訓
練参加団員の皆
さん
②様々なロープ
の結び方を学ん
で実践　
③消防ホースの
担ぎ方などを教
わる 2

３

１
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Town Topics

　本年５月、内閣府による春の叙勲、和
歌山県による知事表彰、総務省等による
行政相談委員表彰の受章（賞）者が発表
され、串本町からは春の叙勲に２名、和
歌山県知事表彰に２名、行政相談員表彰
に１名が選ばれました。
　受章（賞）された皆さんをご紹介いた
します。

  栄えある受章（賞）

　平成２１年４月から行政
の制度や運営に関する身近

　あふれ出る情報量と真偽、そのスピード。当たり前のよ
うに求められる様々なスキルと置き去りになる思考。行政
の相談は、共存共生の道に必要な政策です。悩み、不安の
ハードルをいくらかでも下げる機会になればと考えます。
長い間ありがとうございました。

  近畿行政相談委員連合
  協議会会長表彰

　特別養護老人ホームにしき園に開設当初の昭和
６１年から勤められ、利用者の方々の気持ちに寄
り添いながら、介護職員として３２年以上にわた
り地域福祉を支えられています。

　受章の重みを感じています。自分ひとりでは決して受章
できたものではなく、一緒に働く仲間や施設を支える皆さ
んでいただいたものと思っています。

　【社会福祉功労】

　岩
い わ も と

本　裕
ゆ み こ

美子さん

　春の叙勲

　瑞宝双光章

　特別養護老人ホームにしき園
　介護職員

　昭和４８年３月に旧古座町消防団に入団され、
４５年以上にわたり消防活動に従事。平成２２年
４月からは分団長、平成２５年４月からは副団長
として団員の指導にあたり、消防行政の発展に尽
力されました。

　父親と同じように消防団員として受章できたことをうれ
しく思います。仲間に支えられて続けることができ、皆さ
んに感謝しています。　

　春の叙勲

　瑞宝単光章
　【消防功労】

　関
せ き ど

戸　保
や す じ

次さん

　元・串本町消防団副団長

　梅酢を配合した独自の飼料を開発し、病気に強
く、健康で良質な「紀州梅まだい」の養殖に成功。
ブランド化を進め、品質管理の徹底や販路を拡大
するなど、水産業の振興に尽力されています。

　事業に関わってくれている皆さんのおかげでいただくこ
とができました。これからも安全安心を届けることを重ん
じて取り組んでいきます。

　和歌山県知事表彰

　産業の振興

　岩
い わ た に

谷　裕
ゆ う へ い

平さん

　保健福祉の増進

　近畿大学医学部卒業後、同部附属病院からの派
遣により旧国保直営串本病院へ赴任し、43 歳の
時に病院長に就任。転勤せず串本で勤務すること
を希望され、地域医療の充実に尽力されています。

　表彰を賜りましたこと、身に余る光栄です。赴任して以
来、四半世紀余りを地域医療に携わってまいりました。こ
れからも地域医療の充実を目指して精進してまいります。

　和歌山県知事表彰

　阪
さ か も と

本　繁
しげる

さん

　くしもと町立病院 病院長

　久
く ぼ

保　康
や す お

夫さん

　元・行政相談委員

な相談窓口である行政相談委員として総務省から
委嘱され、１０年以上にわたり活動されました。
長年にわたりご尽力いただきましたが、６月末を
もってご勇退されました。

           おめでとうございます

　有限会社　岩谷水産
　代表取締役

地域おこし協力隊 退任のごあいさつ
串本町のために活躍された地域おこし協力隊の博多さんが６月末をもって退任されました。

　小さい頃からおばあちゃんの家に行くので、
串本には毎年来ていました。きれいな海があり、
隣町にはきれいな川があり、海の遊びもいろい
ろあって、本当に魅力的なまちだと思いました。
　着任して、車で移動できることでいろいろな
場所に行きました。田舎は何もないなんてとん
でもないです。この和歌山県には本当に最高の
魅力がたくさんありました。

　３年が過ぎるのは本当に早いものですね。い
ろいろな活動にチャレンジさせていただいた中
で、たくさんの出会いがあり、会話があり、協
力・応援がありました。まちの中で声をかけて
くれる方も多く、気候も人も本当にあたたかい
町です。６月をもって退任となりますが、現在
の古民家活用事業を引き続き行っていきますの
で、串本町にはまだまだお世話になります。

活動開始：2016年６月～

串本町役場　産業課

博多　敏希
　７月１日に「NIPPONIA HOTEL 串本 熊野海
道」がオープンを迎え、地域おこしとして、やっ
とひとつ事業が出来上がったなと実感しています。
今後は株式会社一樹の蔭の代表として、一本の木
から始まった長い歴史と、この事業をさらに進め
ていきたいと思います。
　３年間、本当にたくさんの温かいご支援、本当

にありがとうございま
した。これからも、ま
ちの活性化の一助とな
るよう精進していきま
すので、引き続きどう
ぞよろしくお願い申し
上げます。まちで会っ
たら気軽に話しかけて
くださいね～！！

同じ木陰に宿り雨をさけるのも、
偶然ではなく前世からの運命である。

一樹の蔭

全日本大会出場を報告
潮岬小学校６年　前 向

ひ ま り

日葵さん

しないようにがんばりたい」と意気込みを語っ
てくれました。
　田嶋町長は「ひとつのスポーツに打ち込めば、
いろいろなことを得られる。続けていれば成績
や評価もついてくると思うので、ぜひがんばっ
てほしい」とエールを送りました。
　近畿大会は７月６日、７日に和歌山市で、全
日本大会は７月２６日、２７日に栃木県那須塩
原市で開催されます。　

ジュニアソフトテニス

　６月５日、串本ジュニアソフトテニスクラブ
に所属する前向日葵さんが田嶋町長を表敬訪問
し、全日本小学生ソフトテニス選手権大会（全
日本大会）と近畿小学生ソフトテニス選手権大
会（近畿大会）に出場することを報告しました。
　１年生の時にソフトテニスを始め、大坂なお
み選手に憧れているという前さん。５月に有田
川町で開催された県予選大会の女子個人戦（ダ
ブルス）に印南町の選手とペアで出場し、６４
組中３位に入賞。全日本大会と近畿大会への出
場権を獲得しました。両大会の団体戦にも県選
抜として出場します。
　近畿大会はベスト８、全日本大会は初戦を突
破し、ひとつでも多く勝つことが目標で「後悔
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５
月
23
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
、
令
和
元
年
串
本
町
議
会
第
２
回

臨
時
議
会
で
、
議
会
議
長
と
副
議
長
を
新
た
に
選
出
す
る
選
挙
が
執

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
の
結
果
、
議
長
に
結
城
力
氏
が
、
副
議
長
に
沼
谷
美
次
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
委
員
会
委
員
が
選
任
さ
れ
、
下
記
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

令和元年　第２回臨時議会

■ 新しい委員会構成（敬称略　◎…委員長　○副委員長）

議
長
に
結
城 

力
氏
を
選
出

副
議
長
は
沼
谷

　美
次
氏

　
串
本
町
議
会
が
言
論
の
府
と

し
て
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
す
る
よ
う
な
議
会
運
営
に
努

め
ま
す
。

常任委員会

文教厚生常任委員会（定数７人）

◎ 漆畑　繁生 ○ 五十川　清紀

島野　靖 寺町　忠

清水　健太郎 橋爪　和雄

総務産業建設常任委員会（定数８人）

行政一般、財政、消防、防災、建設、水道、
都市計画、産業経済、国民宿舎および他
の委員会に属さない事柄についての調査
や、議案・陳情などの審査を行います。

教育一般、社会福祉、環境衛生、国民健
康保険、介護保険および病院に関する調
査や、議案・陳情などの審査を行います。

◎ 仲江　孝丸 ○ 鈴木　幸夫

漆畑　繁生 清水　健太郎

沼谷　美次 長脊　守

橋爪　和雄

◎ 長脊　守 ○ 仲江　孝丸

川勝　昇 芝山　定史

鈴木　幸夫 沼谷　美次

議会運営委員会（定数７人）

議会を円滑かつ効率的に運営するために
設置されており、議会の運営や会議規則、
議長の諮問などについて協議するととも
に、議会の運営に関する議案・陳情など
の審査を行います。

串本町議会には２つの常任委員会が設置されており、議員はいずれか１つの
委員会に所属することになっています。

結ゆ
う
き城

　力
ち
か
ら

議
長

　
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
議
長
を
支
え
、
開
か
れ

た
議
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

沼ぬ
ま
た
に谷

　美よ
し
つ
ぐ次

副
議
長

※議長はすべての委員会に出席します。

総務課からのお知らせ

お知らせワイド
information

　串本町では、令和２年４月１日採用の串本町職員採用試験（B 日程）を次のとおり実施します。

串本町職員採用試験のご案内

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　総務課　℡　０７３５‐６２‐０５５５

■提出書類  
　①受験申込書（町指定用紙）
　※串本町役場総務課（本庁舎内）で配布します。
　　また、串本町ホームページからダウンロー
　　ドできます。
　②返信用封筒（長形３号の封筒に住所・氏名
　　を記入し、８２円切手を貼付してください。）
■提出方法
　必要書類を整え、串本町役場総務課へ直接提
　出してください。
　郵送の場合は、必ず特定記録郵便または簡易
　書留で郵送することとし、封筒の表に「職員
　採用試験申込」と朱書きし、「〒６４９- ３５９２　
　和歌山県東牟婁郡串本町串本１８００番地　
　串本町役場総務課」あてに郵送してください。
　受付期間最終日の消印有効とします。

■募集職種　　　一般事務職　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■職務内容　　　一般行政事務に従事
■採用予定人数　２名程度
■受験資格
　平成１３年４月２日から
　平成１４年４月１日までに生まれた方
■試験日程（予定）
 第一次試験日　令和元年９月２２日（日）
 第二次試験日　令和元年１０月中旬

　※試験会場は、受験申込者にお知らせします。
■受付期間　
　令和元年７月１日（月）～８月２３日（金）　
　※土曜日・日曜日、祝日を除きます。
■受付時間
　午前８時３０分～午後５時１５分
■採 用 日　　令和２年４月１日

和歌山県からのお知らせ

　和歌山県主催による「和歌山県行政報告会」を串本町で開催します。知事が県行政の重点施策や
各地域の課題、トピックスなどについてお話し、参加された県民の皆さまと直接意見交換をします。
　皆さまの積極的なご参加をお待ちしております。

和歌山県行政報告会の開催について

■日　時　令和元年７月２６日（金）
　　　　　午後３時～午後４時３０分　　　　　　　　　　　　　　　　　
■会　場　和歌山東漁業協同組合
　　　　　串本地区農林水産施設集出荷貯蔵
　　　　　施設（荷捌き場）２階交流体験室
■出席者　仁坂吉伸和歌山県知事（主催者）                          
　　　　　田嶋勝正串本町長（開催地町長）
■内　容
①知事による県行政の重点施策や各地域の課題、
　トピックスなどに関する説明
②知事と参加者との意見交換

■備　考
・駐車できる台数に限りがありますので、でき
　るだけ乗り合わせてお越しください。
・当日は、手話通訳者および要約筆記者を配置
　する予定です。

　◇お問い合わせ先◇
　　和歌山県　知事室　広報課
　　℡　０７３‐４４１‐２０３４
　　串本町役場　総務課
　　℡　０７３５‐６２‐０５５５
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総務課からのお知らせ

お知らせワイド
information

　洪水、土砂災害、高潮、内水氾濫による避難勧告等を発令する際、とるべき行動を理解しやすく
するため、５段階の警戒レベルを付して防災無線等で情報をお伝えします。
　なお、津波による情報伝達にはこの警戒レベルを用いません。

「警戒レベル」を用いて避難勧告等を発令します

■各警戒レベルに対応する行動や避難勧告等の情報
警戒レベル とるべき行動 避難勧告等

警戒レベル５ すでに災害が発生している状況であり、　
命を守るための最善の行動をする。 災害発生情報

市町村が発令警戒レベル４

避難所等への避難行動をとる。
災害が発生するおそれが極めて高い状況等
で、避難所等への避難はかえって命に危険
を及ぼしかねないと自ら判断する場合に
は、近隣の安全な場所への避難や建物内の
より安全な部屋への移動等の緊急の避難を
する。

避難勧告
避難指示（緊急）

警戒レベル３ 要配慮者等は避難開始。要配慮者等以外は
避難の準備をし、自発的に避難する。

避難準備・高齢者等
避難開始

警戒レベル２ 避難所や避難経路、持ち出し品の確認等、
避難に備え自らの避難行動を確認する。 注意報

気象庁が発表
警戒レベル１ 防災気象情報等の確認を行い、災害への心

構えを高める。 警報級の可能性

☆７月の重点監視エリア　・・・　大島
　不法投棄をなくすことを目指して、町内に監視カメラを設置しています。
　また、巡回パトロールも重点的に行います。

住民課からのお知らせ

不法投棄監視カメラ設置中！
ゴミはルールを守って
きちんと捨てましょう♪

■防災行政無線での伝達文例

・こちらは、串本町役場です。

・○○時○○分、●●地区に警戒レベル４、避難勧告を
  発令しました。

・□□川が氾濫するおそれのある水位に到達しました。

・速やかに全員避難を開始してください。

・避難所など、安全な場所に避難してください。
  避難が危険な場合は、近くの安全な場所に避難するか
  屋内の高いところに避難してください。

避
難
勧
告
の
伝
達
文
例

【
警
戒
レ
ベ
ル
４
】

警戒レベルと避難勧告の
発令を伝えます。

災害が切迫していること
を伝えます。

とるべき行動を伝えます。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　住民課　環境グループ　℡　０７３５‐７２‐００８３
　　　　　　　　　　新宮保健所　串本支所　　　　　　　℡　０７３５‐７２‐０１３６

◇お問い合わせ先◇　
　串本町役場　総務課　
　℡　０７３５‐６２‐０５５５

このような内容で避難を呼びかけます

　令和元年７月３１日の有効期限満了に伴
い、保険証を更新します。新しい保険証は、
７月初旬ごろから順次、簡易書留郵便にて
送付いたします。
　保険証の色は、従来のうすい水色からう
すいオレンジ色に変わります。　
※保険証はお手元に届き次第ご使用いただ
　けます。現在お持ちの保険証は、ご自身
　で破棄するか役場にご返却ください。
※保険料の納付が滞っている場合、保険証
　の送付を一時保留させていただき、納付
　できない事由について聞かせていただき
　ます。状況によっては短期保険証や資格
　証明書を交付します。

住民課からのお知らせ

後期高齢者医療保険からのお知らせ

■普通徴収（口座振替・納付書による納付）の方　※保険料決定通知・納付書等を７月中旬に送付します。

■特別徴収（年金天引き）
　要件に該当される方は、自動的に特別徴収（年
　金天引き）になります。（届出は不要です。）
※特別徴収となるかどうかは日本年金機構等の判断とな

　ります。制度改正による保険料の減額等が生じた場合、

　納付書による普通徴収に変更となる場合があります。

■普通徴収（納付書または口座振替）
　役場から送付する納付書で期日内に納めていた
　だきます。口座振替をご希望の方は、金融機関
　で手続きをしてください。
※口座振替の手続きをされている方は、「納付方法変更申

　出書」（役場へ申請）がなければ、年金天引きの対象者

　となった場合、特別徴収になる可能性があります。

※特別徴収からの変更には、事務手続きに２か月程度要

　します。変更を希望の場合は、早めにお申し出ください。

仮算定 本算定
４月
（１期）

６月
（２期）

８月
（３期）

１０月
（４期）

１２月
（５期）

２月
（６期）

■特別徴収（年金天引き）の方

保険証の更新について

●７月の本算定により特別徴収の対象となった場合は、年金天引きの調整のため、７月、８月、
　９月の３期が普通徴収（納付書・口座振替）となり、１０月より年金天引きとなります。

本算定
７月
（１期）

８月
（２期）

９月
（３期）

１０月
（４期）

１１月
（５期）

１２月
（６期）

１月
（７期）

２月
（８期）

３月
（９期）

本算定（普通徴収） 本算定（特別徴収）
７月
（１期）

８月
（２期）

９月
（３期）

１０月
（４期）

１２月
（５期）

２月
（６期）

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　住民課　後期高齢者医療係　℡　０７３５‐６２‐０５６１

保険料の納期・期割りについて

お知らせワイド
information

保険料の納め方について

※本算定（７月初め）以降に所得更正があっ

　た場合は、保険料の増額分を併徴（特別徴

　収・普通徴収両方）で納めていただきます。

◆これまで保険料が９割軽減となっていた方へ◆
　年金収入が年間８０万円以下かつ世帯全員が住民税非課税の方の保険料は、今年度から均
等割額が９割軽減から８割軽減に変わります。これにより、納付額は月平均で３８０円から
７５０円になります。
　また、年金生活者支援給付金の支給や介護保険料の軽減強化等の支援策の対象者となります。
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お知らせワイド
information

　【改正内容】
　現在、飲食店等においては、延べ床面積１５０㎡以上のものに消火器の
設置が義務づけられていますが、今回の改正により、火を使用する設備ま
たは器具を設けた飲食店等（防火上有効な措置が講じられたものを除く）
については、延べ床面積にかかわらず消火器の設置が義務づけられます。

◇お問い合わせ先◇　串本町消防本部　予防課　予防係　℡　０７３５‐６２‐０６５５

小規模飲食店等の消火器設置基準が改正されました
　平成２８年１２月２２日に発生した新潟県糸魚川市の大規模火災を受けて、飲食店等における消
火器の設置に関する基準が改正され、令和元年１０月１日から施行されます。

串本町消防本部からのお知らせ

※以下の装置があれば、消火器の設置は免除されます。
　○調理油過熱防止装置
　○自動消火装置（火災を感知し、消火薬剤で自動消火するもの）
　○その他の危険な状態の発生防止および発生時に被害を軽減する
　　安全機能を有する装置（例：圧力感知安全装置）

設置した消火器の
点検や結果報告も
必要になります

福祉課からのお知らせ

　「ひきこもり」とは、自宅にひきこもって学校や仕事に行かず、家族以外と親密な関係が持てな
い状態が６か月以上続いている状態をいいます。ひきこもっている本人自身が相談することは難し
い場合がありますので、まずはご家族の方が相談してみてください。主な相談窓口等をご紹介します。

ひきこもりで悩まれていませんか？

名　称 内　容 連絡先
和歌山県ひきこもり地域支援
センター 電話や面接による相談対応、機関紹介など ０７３‐４３５‐５１９４

（和歌山ビッグ愛内）

新宮保健所串本支所 心の健康全般に関する相談 ０７３５‐７２‐０５２５

串本町保健センター
串本町福祉課 必要に応じて関係機関との連携により対応 ０７３５‐６２‐６２０６

０７３５‐６２‐０５６２

■ひきこもり相談窓口

名　称 内　容 連絡先

あずまプラッツ 相談、イベント参加、社会体験活動、専
門家による支援など

０７３５‐３１‐７７３０
（新宮市木ノ川１６９‐３）

■ひきこもり者社会参加支援センター	

名　称 内　容 連絡先
南紀若者サポートステーション
串本サテライト 来所相談、訪問、職業体験など ０７３５‐６７‐７１７２

（旧養春小学校内）

■町内の支援機関

お知らせワイド
information

　消費税・地方消費税率の１０％への引上げが、住民税非課税世帯・子育て世帯の消費に与える
影響を緩和するため、串本町プレミアム付商品券の販売を行います。

　■購入対象者　①２０１９年度（平成３１年度）分の住民税が課税されていない方
　　　　　　　　※ただし、課税されている方と生計同一の配偶者・扶養親族、生活保護を受給
　　　　　　　　　されている方等は対象外となります。
　　　　　　　　②２０１６年（平成２８年）４月２日～２０１９年（令和元年）９月３０日
　　　　　　　　　までの間に生まれた子が属する世帯の世帯主
　■販売価格　　４，０００円／１セット（５００円×１０枚つづり=５，０００円）
　■購入限度　　購入対象者①…最大５セット (券面額２５，０００円：販売額２０，０００円 )
　　　　　　　　購入対象者②…最大５セット×対象の子どもの人数
　■購入方法　　購入引換券を販売窓口である串本町内の郵便局（二色を除く）で提示し、購入
　　　　　　　　することができます。（予定）
　■販売期間　　令和元年１０月１日～令和元年１２月２７日
　■使用期間　　令和元年１０月１日～令和２年　１月３１日
　■利用制限　　次のものには利用できません。	 　　　　
　　　　　　　　・ビール券、商品券、図書券、プリペイドカード等換金性の高いもの
　　　　　　　　・たばこ　　・金融商品等　　・現金との交換　　
　　　　　　　　・税金や公共料金の支払い等
　■利用店舗　　串本町内に所在し、取扱店登録申込書を提出した店舗
　　　　　　　　※現在募集中。購入引換券を郵送する際に、登録店一覧表を同封予定です。

福祉課からのお知らせ

串本町プレミアム付商品券を販売します

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　福祉課　℡　０７３５‐６２‐０５６２　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX　０７３５‐６９‐３０２０　

　　※プレミアム付商品券に便乗した「特殊詐欺」や「個人情報の搾取」にご注意ください※
　・プレミアム付商品券を販売するために、町や内閣府などが手数料などの振込みを求めること
　　は絶対にありません。
　・町や内閣府などが、ＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動支払機）の操作をお願いするこ
　　とは絶対にありません。
　・現時点で、町や内閣府などが住民の皆さまの世帯構成などの個人情報を照会することは絶対
　　にありません。

　◎購入対象者には、「商品券購入引換券交付申請書」等を郵送します。
　■申請書送付時期　　７月中旬以降
　■申請書提出期限　　令和元年１１月２９日（金）
　　※購入対象者②の方は、申請書の提出は不要です。購入引換券を８月末以降に送付します。

◆この事業は、串本町商工会が行うプレミアムお買物券事業ではありません。
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建設課からのお知らせ

地籍調査事業の実施について
　令和元年度地籍調査（現地調査）を下記の地区において実施します。
　本年度の調査は、近畿自動車道紀勢線串本太地道路の想定ルートに沿った
小
こあざ

字単位を主にした地区が対象となります。

お知らせワイド
information

■令和元年度地籍調査（現地調査）実施地区

■事業の目的および主旨等	
・地籍調査とは、主に市町村が主体となって、一筆
　ごとの土地の所有者、地番、地目を調査し、境界
　の位置と面積を測量する調査です。調査を実施す
　ることにより、土地の筆界が明確となり、土地取
　引の円滑化に役立ちます。また、地震災害時の津
　波浸水区域の復旧を円滑に進めることができるな
　ど、個人の土地資産を保全します。
・近畿自動車道紀勢線串本太地道路の事業化に伴う
　用地事務の効率化に寄与します。

■実施時期
　令和元年７月から１２月（予定）

■事業実施通知・現地立会通知について
・法務局備え付けの土地登記簿へ記載された名義人
　の方に通知します。
・名義人の方がお亡くなりになっている場合は、相
　続権利者の方全員に通知しますので、ご協力のほ
　どよろしくお願いいたします。

◇お問い合わせ先◇　
　串本町役場　建設課　地籍調査グループ
　℡　０７３５‐６７‐７０２０

【田原地区】
　丸

まるやま

山・堂
どうみち

道・下
し も さ い

モ才・渡
わ た せ

瀬
　片

か た だ

田・寳
ほうじま

嶋
【津荷地区】
　寺

てら

・山
やまぐち

口・東
ひがし

・廣
ひ ろ の

野
【中湊地区】
　弁

べんざい て ん

財天・二
に の つ ゆ

ノ露・宮
み や ぎ だ に

城谷
【西向地区】
　岩

いわぶち

淵・カジヤ谷
たに

・フジ原
わら

　後
うしろ

の背
せ ど

戸・目
め づ お く

津奥
【神野川地区】
　炭

すみとこ

床・寺
て ら の ま え

ノ前・寺
てらのう し ろ

ノ後
　山

や ま お

尾ス・西
にしたに

谷

令和元年度現地調査実施区域

現地調査完了区域

お知らせワイド
information

串本を元気にする事業を募集します !!

　串本町の特性を活かし、活力ある観光のま
ちづくりを推進するため、地場産業と観光事
業等が協力して、観光客の増加に貢献する事
業に対して助成をします。
■対象
　和歌山東漁協、紀南・みくまの農協
　南紀森林組合、串本町商工会
　南紀串本観光協会、ＮＰＯ
■助成金額
　申請された事業費の８０％以内の額
　※１件あたり助成限度額は２００万円
■締切日
　令和元年７月３１日（水）
◇申請受付・お問い合わせ先◇
　串本町役場　産業課
　℡　０７３５‐６２‐０５５７

地場産業育成および
観光事業等推進資金助成事業

串本町では、串本を元気にする事業に対して、次のとおり助成をします。

串本まちづくり応援事業

　個性的で地域をアピールするイベント、日
本トルコ友好発祥の地である串本をアピール
するイベント等に対して助成をします。
■対象
　串本町内各団体、グループが実施する事業　
　で原則３分の１以上の自己資金を持つもの
　※過去に同事業の助成を受けている団体、
　　グループは対象外となります。
■助成金額
　予算の範囲内で決定します。
　詳しくはお問い合わせください。
■締切日
　令和元年７月３１日（水）
◇申請受付・お問い合わせ先◇　
   串本町役場　企画課　
   ℡　０７３５‐６２‐０５５６

産業課・企画課からのお知らせ

企画課からのお知らせ

「紀南農協前」停留所
　紀南農業協同組合串本支所様の耐震改修
工事のため、串本町コミュニティバスの「紀
南農協前」停留所（くしもと町立病院方面
行き）の位置を約５０ｍ仮移設しています。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協
力のほどよろしくお願いいたします。

◇お問い合わせ先◇
　串本町役場　企画課　
　℡　０７３５‐６２‐０５５６

■仮移設期間
　令和元年６月１３日～工事終了まで
　　　　　　　　　　　※９月中旬予定

至 新宮

紀南農協
串本支所様

至 田辺

イズミヤ洋服店様前

大島・出雲方面行き
潮岬方面行き
和深方面行き
は変更ありません。

仮移設しています！

地図出典：国土地理院より

串本町コミュニティバス

国
道
42
号

の仮移設についてくしもと町立
病院方面行き （（
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お知らせワイド
information

■日時（①午前の部　②午後の部）
　令和元年８月４日（日）
　①午前９時４０分～午前１１時１０分
　②午後１時４０分～午後　３時１０分
■乗船受付時間（①午前の部　②午後の部）
　①午前９時００分～午前９時３０分
　②午後１時００分～午後１時３０分
■受付場所
　串本港内巡視船桟橋（「桟橋交差点」東側）
■体験航海予定海域
　串本港内および大島周辺海域
■内容
・田辺海上保安部所属「巡視船こうや」および
　串本海上保安署所属「巡視艇むろづき」に
　よる体験航海
・㈱串本海中公園センターの協力によるウミガ
　メ放流（巡視船こうや船上）
・各体験航海終了後、岸壁上で自己救命策確保
　講習を実施

■定員　約１８０名（①・②合わせて）
・小学生以下のお子さまを主な対象としたウミ
　ガメ放流を巡視船こうや船上で実施するため、
　お子さま連れを優先的にこうや乗船とします。
・定員となり次第、募集を締め切ります。
・小学生以下は保護者同伴でお願いします。
■申込方法
　往復はがき（１枚に４名まで記入可）に「希
望の部、希望の巡視船（艇）、代表者の住所・
氏名・年齢・電話番号、乗船希望者の氏名・年
齢」をご記入のうえ、串本海上保安署までお申
し込みください。
※返信はがきが乗船券となります。
※定員計算のため、年齢は必ず記入してください。
■注意事項
・業務の都合や天候不良等により、中止または
　内容を変更する場合があります。
・船内は特殊な構造のため、妊娠中の方や支援
　が必要な方の乗船はご遠慮ください。

巡視船で体験航海をしよう！
　串本海上保安署では、串本まつりの協賛行事として「巡視船体験航海」を次のとおり実施します。

募集締切は
７月１９日必着

串本海上保安署からのお知らせ

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　〒６４９‐３５１０　串本町サンゴ台７８３‐９　
                                             　串本海上保安署　℡　０７３５‐６２‐０２２６

　次のとおり公開講座を開催します。ご近所お誘い合わせのうえ、ご参加ください。
　講演後、リハビリテーション部による転倒予防につながる健康体操の指導を行いますので、
動きやすい格好でお越しください。　

くしもと町立病院からのお知らせ

公開講座を開催します

　　
　■演題　　「骨粗しょう症によって起こりやすい骨折」
　■日時　　令和元年７月２６日（金）　午後１時３０分～
　■場所　　串本町保健センター　２階　多目的ホール
　■講師　　くしもと町立病院　整形リハビリテーション科
　　　　　　医長　松㟢　晃治

◇お問い合わせ先◇　くしもと町立病院　事務部　℡　０７３５‐６２‐７１１１

参加費
無 料

住民課からのお知らせ

国保健全財政の維持に向けて（第５３回）

お知らせワイド
information

　このたび、平成３０年度国保会計の決算が算出できましたので、ご報告いたします。

　平成３０年度の国保決算について

　平成３０年度からの国保制度改正により、財
政運営が大きく変更されました。
　歳入では、これまで国・県・社会保険からの
交付金等でまかなわれていた部分が、いったん
県が受け取る形となったため、県支出金一本と
なっています。
　また、医療費については一部を除き、県が全
額負担してくれることとなりました。
　これに対し、歳出として市町村から県に納付

　平成３０年度の国保会計は、歳入が２６億２，９１８万７千円、歳出が２５億６，１４１万６千円
となり、３年連続で黒字決算（黒字額６，７７７万１千円）となりました。

■歳入　　　　　　　　　     （単位：千円）
国民健康保険税 444,329
県支出金（医療費分） 1,769,771
県支出金（特別交付分） 47,907
県支出金（その他） 3,682
その他 6,556
一般会計繰入金 289,455
前年度繰越金 67,487

計 2,629,187

■歳出　　　　　     　　　　（単位：千円）
医療費等 1,786,147
保健事業費 23,922
その他 30,421
国保納付金 664,231
事務費 46,691
基金に積立 10,004
次年度に繰越 67,771

計 2,629,187

国民健康保険税
16.9%

一般会計繰入金
11.0%

前年度繰越金
2.6%

その他
0.3%

1.8%

県支出金
（特別交付分）

歳入

県支出金（医療費分）
67.3%

0.1%

県支出金
（その他）

国保納付金
25.3%

医療費等
67.9%

次年度に繰越
2.6%基金に積立

0.4%

1.1%
その他

歳出

事務費
1.8%

0.9%
保健事業費

金を支払っています。いかにして納付金分をま
かなうことができるかが重要となってきます。
　今回、皆さまのご協力のもと、無事に黒字決
算を迎えることができましたが、交付金の精算
分と昨年度からの繰越金を除くと、黒字額は基
金に積むことができた１千万円ほどです。
　今年度の県への納付金も大きく増えており、
医療費の推移等、今後の動向に引き続き注視し
ていきたいと思います。
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　経済的な理由等で保険料の納付が困難になった
場合、申請による免除・納付猶予制度があります。

田辺年金事務所からのお知らせ

国民年金保険料の免除・納付猶予制度について
免除・納付猶予制度について

お知らせワイド
information

■全額免除・一部免除
　本人、配偶者、世帯主の前年所得が一定額以下
　の場合、所得額に応じて全額免除、４分の３免
　除、半額免除、４分の１免除となります。
■納付猶予申請
　５０歳未満の方で、本人と配偶者の前年所得が
　一定額以下の場合、納付が猶予されます。
※申請時点の２年１ヶ月前の月分まで免除を申請
   できます（学生納付特例も同様）。
※保険料を未納のままにしておくと、不慮の事故
　などにより障害が残った場合でも、障害年金が
　受給できないことがあります。
※昨年度、失業等の特例免除や一部免除を受けた
　方、全額免除・納付猶予でも継続審査を希望し
　なかった方で、今年度も引き続き免除や納付猶
　予を希望する場合、再度申請手続きが必要です。
■手続きに必要なもの
・基礎年金番号がわかるもの（年金手帳、納付書等）　
・認印
・申請理由が失業の場合は、雇用保険受給資格者
　証または雇用保険被保険者離職票の写し

　出産前後の一定期間、保険料が免除される
制度が始まりました。

産前産後期間の免除制度について

■対象者　
　国民年金第１号被保険者で、出産日が平成
　３１年２月１日以降の方
■免除期間
　出産予定日・出産日が属する月の前月から
　４ヶ月間
　（多胎妊娠の場合は３か月前から６か月間）
■手続きに必要なもの　
・基礎年金番号がわかるもの
・母子手帳
・認印

　串本調停協会では、次のとおり民事に関する調停相談会を開催します。調停申立の
方法、調停はどのように進められるのか、調停で解決すればどのような効力があるの
かなど、実際に民事調停に携わっている調停委員が相談に応じます。

串本調停協会からのお知らせ

調停相談会を開催します

■日時　令和元年７月１０日（水）　午前１０時～午後３時
■会場　串本簡易裁判所
■内容　民事（土地建物・金銭の賃借・交通事故など）に
　　　　関する調停の手続きについて

◇お問い合わせ先◇
　串本簡易裁判所　庶務課
　℡　０７３５‐６２‐０２１２

相談無料
秘密厳守

◇お問い合わせ先◇　
　田辺年金事務所
　℡　０７３９‐２４‐０４３２
　串本町役場　住民課　
　℡　０７３５‐６２‐０５６１

忘れずに手続きを
しましょう！

※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。
　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口
　にお申し出ください。

（５月受付分　敬称略）
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　　　寄贈いただきました
絵画「旭日橋杭岩」を

　６月１２日、大阪府岸和田市在住の河合福三氏
より、絵画「旭日橋杭岩」を寄贈いただきました。
　河合氏は、日本現代美術協会展で文部科学大臣
賞や内閣総理大臣賞を受賞されている画家で、亜
細亜水彩画連盟日本委員会の会長と日本現代美術
協会の常任理事を務められています。紀南地方の
風景に魅了され、何度も訪れてスケッチされてい
るそうです。
　現在、いただいた絵画は町長室に飾っています
が、役場新庁舎完成後は皆さんに見ていただける
よう新庁舎内に展示する予定です。　
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防災関係補助制度のご案内

　　　　　　　　　　◇申請・お問い合わせ先◇
　　　　　　　　　　　串本町役場　総務課　防災・防犯グループ　℡　０７３５‐６２‐０５５５

もしもの時に備えて、ぜひご利用ください。

⑥救命胴衣等購入費補助制度

対 象 品 目 補 助 金 額

① 救命胴衣（ライフジャケット） 購入金額の 1/2
（補助金上限 3,000 円）

② 防災用ヘルメット、防災頭巾 購入金額の 1/2
（補助金上限 3,000 円）

補助対象者：串本町に住民登録されている方　※おひとりにつき各１回限り

④ブロック塀等撤去（生垣づくり）事業費補助制度

対 象 事 業 補 助 金 額

①

　地震発生時に倒壊し、道路をふ
さぐ恐れがあるブロック塀等（延
長 2m 以上、高さ 60cm 以上で
３段以上）の撤去

施工費用の 9/10（※）
（補助金上限 30 万円）

②

　生垣の延長が 2 ｍ以上の垣根
を整備する事業（ブロック塀等の
撤去後に施工した場合は、アルミ
フェンス等も可）

　施工費用と生垣（フェンス）
の延長１ｍ× 23,600 円を比較
して、いずれか少ない額の 1/2

（補助金上限 10 万円）

補助対象者：町内の道路に面したブロック塀または土地を所有する方

（※）   町で内容を審査し、適当と認められるものに限ります。
　　   工事を施行する前に、必ず補助金交付申請の手続きを行ってください。

⑤家具転倒防止金具　無料取り付け制度

対 象 者 対 象 事 業

① 65 歳以上の方のみの世帯
②要介護４・５の要介護認定者が属する世帯
③身体障害者手帳（１級・２級）の交付を受けている方が属する世帯
④療育手帳（Ａ判定）の交付を受けている方が属する世帯
⑤精神障害者保健福祉手帳（１級）の交付を受けている方が属する世帯

タンス・棚・電化製品
（テレビ、冷蔵庫など）
  
※最大５組まで（うち
　電化製品は２組まで）

補助対象者：町内に住所があり、次のいずれかに該当する方

「 地震に備えるために 」
　　　串本町では、地震に備えていただくための様々な補助制度を実施しています。

②耐震ベッド・耐震シェルターの補助制度
対 象 者 補 助 金 額

　①の耐震診断によって、耐震性が
ないと判定された木造住宅に居住す
る世帯

設置工事に要する費用の 2/3 
（補助金上限 266，000 円 )

①住宅耐震診断・改修等補助制度
対 象 住 宅 補 助 金 額

(1) 

耐
震
診
断

　平成１２年５月以前に着工した住宅
で２階建て以下、延べ床面積が２００
㎡以下のもの（※非木造住宅について
は、昭和５６年以前が対象）

　・木造住宅 ･･････ 診断費用の全額

　・非木造住宅 ････ 診断費用の 2/3
　　　　　　　　　（補助金上限 89,000 円）

(2) 

補
強
設
計

　(1) の耐震診断によって、耐震性が
ないと判定された住宅 設計費用の 2/3（補助金上限 132,000 円）

(3) 

耐
震
改
修

　(1) の耐震診断によって、耐震性が
ないと判定された住宅で、改修により
耐震性を確保できるもの

次の①～②を合計した額
　①改修費の 2/3（補助金上限 600,000 円 )
　②改修費× 11.5％ （補助金上限 411,000 円 )

(4)

　(1) の耐震診断によって、耐震性が
ないと判定された住宅で、改修により
耐震性を確保できるもの

（※補強設計と耐震改修を１度の申請
 　で行うもの）

次の①～②を合計した額
　①補助対象経費（耐震改修工事に要する経費）
　　の 2/5 または 500,000 円のいずれか
　　低い額
　②補助対象経費から①の額を差し引いた額
　　または 666,000 円のいずれか低い額
※１００万円未満の工事の場合、負担がないことがあります。

補
強
設
計
と
耐
震
改

修
の
一
体
的
な
実
施

※ (2) 補強設計、(3) 耐震改修、(4) 一体的な実施の応募は、８月末までとします。

③感震ブレーカー（簡易タイプ）の補助制度
対 象 品 目 補助金額・補助対象

　一般財団法人  日本消防設備安全
センターにより消防防災製品等推奨
品として推奨された感震ブレーカー

（簡易タイプ）

 【補助金額】
　購入金額の 1/2
　（補助金上限 5,000 円）
 【補助対象】
　町内の建築物
　（※１棟につき１回限り） おもり式バネ式
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日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）
１ ２ ３ ４

　１歳８か月児健診
５
　きらきらくらぶ

６
　おひさまくらぶ

７ ８ ９
　ハンドメイドの会
　かるがもひろば
　健康相談（※）

10 11
　

12 13

14 15
 　海の日

16
　

17
　プレママ女子会

18
　離乳食教室
　骨粗しょう症予防
　講座

19
　きらきらくらぶ

20
　

21 22 23 24
　

25
　４か月・
　１０か月児健診
 

26
　日本脳炎予防接種

27

28 29
　日本脳炎予防接種

30
　日本脳炎予防接種

31

保健センターだより
※健診・教室等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５‐６２‐６２０６）まで

7月の行事カレンダー

 

※健康相談は、保健センターにて１３時３０分から１５時まで実施します。　
　希望者 (４０歳以上の女性 ) には骨密度測定を実施しますので、７月８日 (月 ) までにお申し込みください (先着１０名様）。

◎各事業の対象となる方には個別にご連絡しております。母子・成人事業

 

2022 年３月３１日までの３年間に限り
　風しん抗体検査・予防接種を公費で受けられます

　現在、風しんの予防接種は予防接種法に基づき公的に行われています。しかし、公的な接種を受
ける機会がなかった昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日までの間に生まれた男性は、抗体
保有率が他の世代に比べて低く (約８０％ )なっています。
　その対策として、令和４年（２０２２年）３月３１日までの期間に限り、昭和３７年４月２日か
ら昭和５４年４月１日までの間に生まれた男性を風しんの定期接種（※）の対象者とし、クーポン
券を順次お届けする予定です。
　　　　　　　【※予防接種法（昭和２３年法律第６８号）第５条第１項の規定に基づく定期の予防接種】

　今年度は、昭和４７年４月２日から昭和５４年４月１日
までの間に生まれた男性を対象にクーポン券を発送します。
クーポン券を利用してまず抗体検査を受けていただき、検査
の結果、十分な量の抗体がない方は定期接種の対象となります。

  風しんの
追加的対策

　　◇お申し込み・お問い合わせ先◇　串本町保健センター　℡　０７３５‐６２‐６２０６

　なお、今年度の対象になっていない方（昭和３７年４月２
日から昭和４７年４月１日までの間に生まれた方）でも、ご
希望の方にはクーポン券を発行しますので、保健センターま
でお申し込みください。

　風しんは感染力が高く、成人が
感染すると症状が重くなることが
あります。
　また、抗体を持たない妊婦が感
染すると、生まれてくる赤ちゃん
が「先天性風しん症候群」にかか
る可能性が高くなります。
　自分自身や周りの
方を守るためにも、
検査や予防接種を受
けましょう。

産前産後サポート

　　◇お申し込み・お問い合わせ先◇　串本町保健センター　℡　０７３５‐６２‐６２０６　

　

　毎日の離乳食。何を作ればいいのか、どれくらい食べさせればいいのか、色々
と悩みが出てきますよね。そんなお母さんのために、栄養士が一緒に離乳食を
作ります。気になっていたことも、実習しながら気軽に聞いてみませんか？

離乳食教室を開催します

◎ご参加いただいた方には、離乳食作りが楽に
　なる！『簡単とり分け離乳食』の冊子をプレ
　ゼント♪
　参加を希望される方は、７月１６日（火）ま
でにお申し込みください。

　◇お申し込み・お問い合わせ先◇　
　　串本町保健センター
　　℡　０７３５‐６２‐６２０６

■日　時　　７月１８日（木）　　
　　　　　　１３：３０～１５：００　
■場　所　　串本町文化センター　１階調理室
■対象者　　１歳までのお子さんがいる保護者
　　　　　　お子さん・お父さんもご一緒に
　　　　　　どうぞ！（託児あり）
　　　　　　※希望者多数の場合は、初回参加
　　　　　　　者を優先します。
■持ち物　　エプロン・ハンドタオル・母子手帳

　マタニティライフはいかがですか？このたび、
妊婦さんや産後ママさんを対象にハンドメイド
の会を開催します。赤ちゃんのことを想いなが
ら、みんなでスタイを手作りしませんか？
　妊娠中の不安や疑問がある方も、この機会に
みんなに聞いてみましょう。

ハンドメイドの会

簡単なお裁縫です。
手作りしたことない方、
苦手な方も大丈夫！
気軽にご参加ください。

■日　時　　７月９日（火）
　　　　　　９：３０～１２：００
■場　所　　串本町保健センター
　　　　　　２階　ミーティングルーム
■スタッフ　保健師・串本町保健推進員
■対象者　　妊婦さん、産後ママさん
■定　員　　８名
■内　容　　スタイ（よだれかけ）作り
■持ち物　　母子手帳
■申込期限　７月５日（金）

◎お子さんを連れての参加や生地の持ち込み等
　の希望がある方は、事前にご相談ください。

　お母さんの健康と元気な赤
ちゃんの出生を願って、妊婦
さんを対象にプレママ女子会
を開催します。妊娠期をどう

プレママ女子会

過ごすか、お産までの準備や産後の生活などの
不安・聞いてみたいことなど、ほかの妊婦さん
とゆったり話せる時間を過ごしませんか？

■日　時　　７月１７日（水）
　　　　　　１３：３０～１５：００
■場　所　　串本町保健センター
　　　　　　１階　第２会議室
■講　師　　かづこ助産院　本

もとだて

舘　千
かずこ

子　先生
■対象者　　妊婦さんであればどなたでもご参
　　　　　　加いただけます。
■持ち物　　母子手帳
■申込期限　７月１２日（金）
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「骨粗しょう症ってどんな病気？」を開催します

　女性は、閉経期を迎えて女性ホルモンの分泌が低下すると急激に骨密度が減り、骨折等の危険が
増えます。６０歳代女性の３人に１人は骨粗しょう症とも言われています。
　講座では耳寄りな話がたくさん聞けますよ！ぜひお申し込みください。

■講　師　　　東京大学医学部附属病院　２２世紀医療センター
　　　　　　　ロコモ予防学講座　特任教授　吉村　典子　先生
■日　程　　　７月１８日（木）　１８：３０～２０：００
■場　所　　　串本町保健センター　２階　多目的ホール
■定　員　　　先着５０名（串本町民の方に限ります。）
■申込期限　　７月１２日（金）
主催：串本町　　協賛：ＮＰＯ法人ロコモ予防会和歌山

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　
　串本町保健センター　℡　０７３５‐６２‐６２０６　　　　　　　　　　

骨粗しょう症予防講座

参加費
無 料

串本町に転入された皆さまへ
　串本町では、４月から特定健診（４０～７４
歳の国民健康保険加入者）、がん検診（４０歳
以上の町民の方、子宮頸がん検診のみ２０歳以
上）を実施しています。
　受診をご希望の方は、串本町保健センターま
でお申し込みください。

１年に 1度、健康の
確認のためにも

健（検）診を受けましょう。

献血にご協力ください
　次の日程で献血を行います。
　皆さまのご協力をよろしく
お願いします。

　■日時　７月５日（金）
　　　　　１０：００～１２：００
　　　　　１３：００～１６：３０
　■場所　ＷＡＹ串本店様駐車場
　■主催　串本ライオンズクラブ
　
　◎お問い合わせは串本町役場　福祉課
　　℡　０７３５‐６２‐０５６２まで

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

 ご自宅、病院、施設様等へ 

いたします 

 

 
出張理美容  

 

NPO法人 

0735-67-7017 
日本理美容福祉協会  
和歌山南紀センター 

理美容室に行くのが困難な方、ご連絡ください
福祉理美容士がお伺いします

各種申請書類は専門家におまかせください！各種申請書類は専門家におまかせください！
・ 自動車ナンバーの出張封印・車庫証明
・ ゲストハウス・民泊の許可・届出等
その他の取扱い業務
　農地転用・建設業など各種許認可・届出
　遺言／海事事務所提出書類など

（初回相談料無料）電話 080-2662-9548
HP ： http：//www.zd.ztv.ne.jp/nikata-jimusyo/

行政書士・海事代理士  二河田 浩之  登録番号 第12290260号

　◎お問い合わせは串本町保健センター
　　℡　０７３５‐６２‐６２０６まで

マ
リ
ン
ス
ク
ー
ル
参
加

者
の
募
集
に
つ
い
て

　
串
本
海
中
公
園
セ
ン
タ
ー
で
は
、
海
の

生
き
物
と
じ
か
に
接
し
、
そ
の
生
態
に
触

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
へ
の
理
解
と
興

味
を
よ
り
い
っ
そ
う
大
き
な
も
の
と
す
る

と
と
も
に
、
キ
ャ
ン
プ
に
よ
る
共
同
生
活

を
通
し
て
児
童
の
自
主
性
お
よ
び
協
調
性

を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
マ
リ
ン
ス

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▼
場
所

　
串
本
海
中
公
園
セ
ン
タ
ー

▼
期
間

　
８
月
７
日
（
水
）
～
８
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　   

（
テ
ン
ト
で
の
１
泊
２
日
）

▼
主
催

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

串本町の人口と世帯

人口
男性 
女性 
世帯

令和元年５月末現在（前月比）

１６，００８人（－２０）
７，５３０人（－１３）
８，４７８人（－　７）

８，６０８世帯（－　４）

火災件数（1月からの累計）

建物
林野
その他
合計

２件
０件
２件
４件

※令和元年５月３１日が基準日

交通
急病
その他
合計

３３件
３５３件
１１８件
５０４件

※令和元年５月３１日が基準日

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

　
株
式
会
社
　
串
本
海
中
公
園
セ
ン
タ
ー

▼
後
援

　
近
畿
海
事
広
報
協
会
、
紀
南
海
運
協
会
、

　
近
畿
運
輸
局
、
串
本
町
、
串
本
町
教
育

　
委
員
会

▼
参
加
資
格
・
定
員
・
費
用

　
県
内
小
学
校
５
・
６
年
生

　
定
員
20
名
（
先
着
順
）

　
参
加
費
１
，
５
０
０
円

　
　
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

▼
申
込
方
法

　
お
電
話
で
予
約
を
し
て
い
た
だ
い
て
か

　
ら
、
申
込
用
紙
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

　
７
月
１
日
（
月
）
～
７
月
19
日
（
金
）

▼
内
容

①
水
族
館
の
し
く
み
の
学
習
会
、
餌
や
り

　
体
験
、
水
族
館
飼
育
生
物
の
観
察

②
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
に
よ
る
海
中
生
物
観
察

③
観
光
船
に
乗
っ
て
ウ
ミ
ガ
メ
の
放
流
　

募
集

▼
持
ち
物

　
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト
、
帽
子
、
着
替
え
、

　
水
着
、
タ
オ
ル
、
軍
手
、
汚
れ
て
も
よ

　
い
靴
、
弁
当
（
１
日
目
の
昼
食
分
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
６
４
９
‐
３
５
１
４
　

　
串
本
町
有
田
１
１
５
７
番
地

　
串
本
海
中
公
園
セ
ン
タ
ー

　
　
マ
リ
ン
ス
ク
ー
ル
係

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
４
８
７
５

県
立
田
辺
産
業
技
術
専
門

学
院
体
験
入
学
者
の
募
集

　
安
心
な
授
業
料
（
年
12
万
円
弱
）
で
少

人
数
指
導
と
実
践
的
訓
練
を
通
じ
、
専
門

知
識
・
技
術
を
習
得
、
多
彩
な
資
格
が
取

得
で
き
る
公
共
職
業
能
力
開
発
校
の
体
験

入
学
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

救急件数（1月からの累計）

42先進の安全機能を装備

HP　http://www.kushimoto-taxi.co.jp/

串本タクシー株式会社

新型ジャンボタクシー導入！

広い車内で快適移動
小グループの御旅行などに最適

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696
　（指定訪問介護事業所　TEL:0735－62－6900）

和歌山県東牟婁郡串本町串本1804
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【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

・
７
月
17
日
（
水
）
、
18
日
（
木
）

　
　
　
19
日
（
金
）
、
26
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

・
９
月
７
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

※
７
月
は
授
業
風
景
が
見
学
で
き
ま
す
。

▼
場
所
（
科
目
）

・
田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院

　
（
自
動
車
工
学
科
・
２
年
制
）

　
（
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
１
年
制
）

・
県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ
内

　
田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院
分
教
室

　
（
情
報
シ
ス
テ
ム
科
・
２
年
制
）

▼
対
象
者

　
中
学
生
・
高
校
生
・
保
護
者
・
一
般
の
方

▼
申
込
方
法

　
各
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
電
話
ま

　
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込
み

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
和
歌
山
県
立
田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院

　
田
辺
市
新
庄
町
１
７
４
５
‐
２

　
℡
０
７
３
９
‐
２
２
‐
２
２
５
９

里

親

相

談

会

の

開

催

に

つ

い

て

　
子
ど
も
の
成
長
に
は
、
家
庭
で
親
と
暮

ら
す
時
間
や
経
験
が
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
今
、
様
々
な
理
由

か
ら
親
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
な

い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど

も
た
ち
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
共

に
生
活
し
、
温
か
い
愛
情
で
そ
の
成
長
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
方
が
「
里
親
」
で

す
。
里
親
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
話
を
聞

い
て
み
た
い
方
は
、
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ほ
っ
と
」
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
次
の
日
程
で
里
親
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
少
し
で
も
話
を
聞
い
て
み
た
い

方
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
会
場
・
日
時

○
串
本
会
場

　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
２
階
　
C
会
議
室

・
７
月
17
日
（
水
）
・
７
月
21
日
（
日
）

○
新
宮
会
場

　
新
宮
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
７
月
26
日
（
金
）
・
７
月
28
日
（
日
）

・
11
月
20
日
（
水
）
・
11
月
24
日
（
日
）

※
時
間
は
各
日
と
も
午
前
10
時
～
正
午

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と
」

（
福
）
和
歌
山
県
福
祉
事
業
団
本
部
内

　
℡
０
７
３
９
‐
３
４
‐
２
７
３
５

　
℡
０
８
０
‐
８
３
４
９
‐
９
６
３
２

　
　
　
　
　
　
　
　
（
専
用
携
帯
電
話
）

令

和

２

年

歌

会

始

の

お

題

に

つ

い

て

　
令
和
２
年
歌
会
始
の
お
題
が
「
望の
ぞ
み」
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
お
題
は
「
望
」
で
す

が
、
歌
に
詠
む
場
合
は
「
望
」
の
文
字
が

詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、
「
希
望
」
、

「
望
郷
」
な
ど
の
よ
う
な
熟
語
に
し
て
も
、

「
望
む
」
の
よ
う
に
訓
読
し
て
も
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詠
進
要
領
や
注
意
事
項
な
ど
、
詳
細
は

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.kunaicho.go.jp/

）

▼
詠
進
の
期
間

　
令
和
元
年
９
月
30
日
（
月
）
ま
で

南
紀
白
浜
空
港
～
串
本

直
通
バ
ス
に
つ
い
て

　
今
年
４
月
よ
り
、
南
紀
白
浜
空
港
と
串

本
を
結
ぶ
直
通
バ
ス
が
運
行
中
で
す
。
空

港
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
る
た
め
非
常

に
便
利
、
荷
物
が
多
く
て
も
安
心
。
限
ら

れ
た
旅
の
時
間
を
有
意
義
に
お
使
い
く
だ

さ
い
。

▼
運
賃

　
大
人
片
道
２
，
０
０
０
円

　
（
小
児
の
方
は
半
額
と
な
り
ま
す
。
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

　
バ
ス
車
内
・
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

お
知
ら
せ

（
事
前
予
約
不
要
・
先
着
順
）

▼
運
行
ダ
イ
ヤ

○
南
紀
白
浜
空
港
行
き

　
串
本
（
大
水
崎
）
午
前
９
時
55
分
発
～

　
南
紀
白
浜
空
港
　
午
前
11
時
５
分
着

○
串
本
（
大
水
崎
）
行
き

　
南
紀
白
浜
空
港
　
午
後
０
時
25
分
発
～

　
串
本
（
大
水
崎
）
午
後
１
時
35
分
着

▼
串
本
（
大
水
崎
）
の
乗
車
場
所

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
野
交
通
株
式
会
社

　
℡
０
７
３
５
‐
２
２
‐
５
１
０
１

移

動

県

民

相

談

の

開

催

に

つ

い

て

▼
日
時

　
７
月
17
日
（
水
）

▼
人
権
行
政
相
談

　
７
月
４
日
（
木
）

　
　
会
場
　
串
本
町
役
場
本
庁
舎

　
７
月
18
日
（
木
）

　
　
会
場
　
和
深
公
民
館

▼
行
政
相
談

　
７
月
11
日
（
木
）

　
　
会
場
　
古
座
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
開
催
時
間
は
各
相
談
と
も

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
　

相
談

▼
納
期
限
　
令
和
元
年
７
月
31
日
（
水
）

・
固
定
資
産
税
（
２
期
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
４
期
）

・
介
護
保
険
料
（
４
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
１
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　
本
庁
舎
　
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

今
月
の
納
税

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
相
談
時
間
は
１
件
に
つ
き
約
20
分
）

▼
場
所

　
東
牟
婁
振
興
局

　
　
新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
丁
目
４
‐
８

▼
内
容

　
土
地
・
建
物
、
借
地
・
借
家
、
相
続
、

　
離
婚
、
金
銭
関
係
、
損
害
賠
償
な
ど
の

　
法
律
問
題
（
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
）

　
お
よ
び
行
政
相
談

▼
事
前
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
７
月
３
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら

※
東
牟
婁
振
興
局
　
総
務
県
民
課
へ

　
　
　
　
　
電
話
予
約
（
先
着
９
名
）

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

エディオン様

バ
ス
乗
り
場

至 新宮

至 田辺

〒649-3503 和歌山県東牟婁郡串本町串本1855番地4

和歌山県知事（１）第3847号

エステート串本
info@estate-kushimoto.jpTel.0735-62-5180

不動産 賃貸売買 仲介

ECCジュニア＆BS教室
古座教室（北本） 串本教室（名田）
℡ ℡ ６２ｰ５５８３

コ
ー
ス

◆英語・英会話
◆幼児デジタル
◆かんじ・漢検 

◆中学英語強化
◆英検対策
◆ＢＳ(高校生～)

J-SHINE「小学校英語指導者資格」認定講師
★夏の短期集中コース実施★ 

７２ｰ３１２９
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１
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〒
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９‐
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５
９
２

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
串
本
町
串
本
１
８
０
０

　℡
（
０
７
３
５
）
６
２‐

０
５
５
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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w

w
.to

w
n.kushim

o
to

.w
akayam

a.jp
/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　kikaku@

to
w

n.kushim
o
to

.lg
.jp

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

令和元年 熊野水軍 古座河内祭の夕べ

【時間】17:30～
【場所】古座港一帯
【内容】各団体女性部などの民謡踊り
　　　　その他イベント

7.28（日）

第１５回 串本まつり

サマーBANDライブ
【時間】13:00～17:00
【場所】串本町文化センター大ホール

【時間】19:45～21:00
【場所】串本漁港内突堤先

☆関連イベントとして串本
　海上保安署にご協力いた
　だき、巡視船体験航海が
　開催されます。
　詳しくは本誌１６ページ
　をご覧ください。

ビンゴゲーム大会
【時間】13:30～
【場所】串本町立体育館

【時間】10:00～14:30　　
【場所】橋杭海水浴場
【内容】シーカヤック、SUP体験などのビーチアクティビティ（小雨決行）
　　　　※雨天の場合、串本ダンスフェスのみ串本町文化センターで開催します。

橋杭ビーチサマーフェスタ2019

串本節おどり（道中おどり）
【時間】18:15～19:30
【場所】ローソン串本店様裏～串本漁港

花火大会 鮎のつかみ取り
【時間】11:00～12:00
【場所】串本町文化センター駐車場

【時間】9:00～11:00　
【場所】串本町立体育館
【内容】ミニゲームなど

ふれあい広場

花火大会（20:00～）

7.28（日） 　　＆串本ダンスフェス in 橋杭

8.3（土） 8.4（日）

※お詫びと訂正※
　2019年串本町観光カレンダーへ記載している「河内祭」の日程に誤りがありました。
　お詫びして訂正いたします。（誤）7月21日　→　（正）7月28日


